
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
二
章

「
第
二
章
の
二

粉
じ
ん
に
関
す
る
規
制
（
第
十
八
条
―
第
十
八
条
の
十
九
）

目
次
中

を

第
二
章

第
二
章
の
三

有
害
大
気
汚
染
物
質
対
策
の
推
進
（
第
十
八
条
の
二
十
―
第
十
八
条
の
二
十
四
）
」

第
二
章

の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等
（
第
十
七
条
の
二
―
第
十
七
条
の
十
四
）

の
三

粉
じ
ん
に
関
す
る
規
制
（
第
十
八
条
―
第
十
八
条
の
十
九
）

に
改
め
る
。

の
四

有
害
大
気
汚
染
物
質
対
策
の
推
進
（
第
十
八
条
の
二
十
―
第
十
八
条
の
二
十
四
）
」

第
一
条
中
「
ば
い
煙
並
び
に
」
を
「
ば
い
煙
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
定
義
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
四
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
揮
発
性
有
機
化
合
物
」
と
は
、
大
気
中
に
排
出
さ
れ
、
又
は
飛
散
し
た
時
に
気
体
で
あ
る
有
機
化

合
物
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
及
び
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
生
成
の
原
因
と
な
ら
な
い
物
質
と
し
て
政
令
で
定
め
る
物
質
を
除
く
。
）



を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
」
と
は
、
工
場
又
は
事
業
場
に
設
置
さ
れ
る
施
設
で
揮
発
性
有
機

化
合
物
を
排
出
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
大
気
の
汚
染
の
原
因
と
な
る
も
の

で
あ
つ
て
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
量
が
多
い
た
め
に
そ
の
規
制
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。

６

前
項
の
政
令
は
、
事
業
者
が
自
主
的
に
行
う
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
及
び
飛
散
の
抑
制
の
た
め
の
取
組
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
十
分
配
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
排
出
口
」
と
は
、
ば
い
煙
発
生
施
設
に
お
い
て
発
生
す
る
ば
い
煙
又
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出

施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
煙
突
そ
の
他
の
施
設
の
開
口
部
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
排
出
基
準
」
を
「
ば
い
煙
に
係
る
排
出
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
ば
い
煙
発
生
施

設
に
お
い
て
発
生
す
る
ば
い
煙
を
大
気
中
に
排
出
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
煙
突
そ
の
他
の
施
設
の
開
口
部
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

第
九
条
中
「
単
に
」
を
「
こ
の
章
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。



第
二
章
の
三
を
第
二
章
の
四
と
し
、
第
二
章
の
二
を
第
二
章
の
三
と
し
、
第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
等

（
施
策
等
の
実
施
の
指
針
）

第
十
七
条
の
二

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
及
び
飛
散
の
抑
制
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
措
置
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
規
制
と
事
業
者
が
自
主
的
に
行
う
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
及
び
飛
散
の
抑
制
の
た
め
の
取

組
と
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
及
び
飛
散
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
実

施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
排
出
基
準
）

第
十
七
条
の
三

揮
発
性
有
機
化
合
物
に
係
る
排
出
基
準
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
排
出
口
か
ら
大
気
中
に
排
出

さ
れ
る
排
出
物
に
含
ま
れ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
量
（
以
下
「
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
施

設
の
種
類
及
び
規
模
ご
と
の
許
容
限
度
と
し
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
の
届
出
）

第
十
七
条
の
四

揮
発
性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
者
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る



と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
種
類

四

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造

五

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
使
用
の
方
法

六

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
及
び
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
の
方
法
そ
の
他
の
環
境
省

令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
経
過
措
置
）

第
十
七
条
の
五

一
の
施
設
が
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
と
な
つ
た
際
現
に
そ
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
（
設
置
の
工

事
を
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
揮
発
性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
も
の
は
、
当
該
施
設
が
揮
発
性
有
機

化
合
物
排
出
施
設
と
な
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る



事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条
の
六

第
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
第
十
七
条

の
四
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
計
画
変
更
命
令
等
）

第
十
七
条
の
七

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
そ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出

施
設
に
係
る
排
出
基
準
（
第
十
七
条
の
三
の
排
出
基
準
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
排
出
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適

合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
限
り
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の

届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法



に
関
す
る
計
画
の
変
更
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
計
画
の
廃
止
を
含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
の
四
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
の
制
限
）

第
十
七
条
の
八

第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
又
は
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

し
た
者
は
、
そ
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発

性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
、
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方

法
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
の
変
更
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
排
出
基
準
の
遵
守
義
務
）

第
十
七
条
の
九

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
か
ら
揮
発
性
有
機
化
合
物
を
大
気
中
に
排
出
す
る
者
（
以
下
「
揮
発
性
有
機

化
合
物
排
出
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
排
出
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
改
善
命
令
等
）

第
十
七
条
の
十

都
道
府
県
知
事
は
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
が
排
出
す
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
口
に
お
け
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
濃
度
が
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
に
対
し
、
期
限



を
定
め
て
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方
法
若
し
く
は
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施

設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
処
理
の
方
法
の
改
善
を
命
じ
、
又
は
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
使
用
の
一
時

停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
の
測
定
）

第
十
七
条
の
十
一

揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出

施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
十
七
条
の
十
二

第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
実
施
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
第
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
十
七
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
十
七
条
の
十
三

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
大
気
中
へ
の
排
出
又
は
飛
散
の
状
況
を
把
握



す
る
と
と
も
に
、
当
該
排
出
又
は
飛
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
努
力
）

第
十
七
条
の
十
四

何
人
も
、
そ
の
日
常
生
活
に
伴
う
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
大
気
中
へ
の
排
出
又
は
飛
散
を
抑
制
す
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
製
品
の
購
入
に
当
た
つ
て
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
使
用
量
の
少
な
い
製
品
を
選
択
す
る
こ
と
等
に
よ

り
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
又
は
飛
散
の
抑
制
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
排
出
す
る
者
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
を
排
出
し
、
若
し
く
は
飛
散
さ
せ
る
者
」
を
、

「
排
出
量
」
の
下
に
「
若
し
く
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
量
若
し
く
は
飛
散
の
量
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
が
ば
い

煙
」
の
下
に
「
又
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
」
を
、
「
ば
い
煙
排
出
者
」
の
下
に
「
又
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
者
」
を
加
え

、
「
又
は
ば
い
煙
濃
度
」
を
「
若
し
く
は
ば
い
煙
濃
度
又
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度
」
に
改
め
、
「
ば
い
煙
発
生
施
設
」
の

下
に
「
又
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
に
設
置
し
て
い
る
者
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
」
を
、

「
事
故
の
状
況
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
状
況
」
を
、
「
ば
い
煙
処
理
施
設
、
特
定
施
設
」
の
下
に
「

、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
」
を
加
え
る
。



第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
特
定
施
設
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
」
を
、
「
特
定
物
質
」
の
下
に
「
、
揮

発
性
有
機
化
合
物
」
を
、
「
あ
つ
て
は
、
」
の
下
に
「
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
又
は
」
を
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
の
下
に

「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
又
は
」
を
、
「
及
び
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
八
ま
で
」
を
加
え

、
同
条
第
三
項
中
「
規
定
を
」
の
下
に
「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
又
は
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
四

、
第
十
七
条
の
六
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
七
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「

第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
十
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
ば
い
煙
発
生
施
設
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
」
を
、
「
又
は
ば
い
煙
」
の
下

に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
七
、
第
十
七
条
の
十
」
を
加
え
、
同
条
第
四

号
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
ば
い
煙
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
中
「
特
定
物
質
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
中
「
ば
い
煙
の
大
気
中
へ
の
排
出
に
関
し
」
の
下
に
「
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
揮



発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
以
外
の
物
質
の
大
気
中
へ
の
排
出
に
関
し
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排

出
施
設
以
外
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
を
排
出
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
施
設
に
係
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
大
気
中
へ
の
排

出
に
関
し
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
七
、
第
十
七
条
の
十
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
第
一
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
四
第
一
項
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
一
号
中
「
第
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
条
第

一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
八
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
中
「
規
定
を
」
の
下
に
「
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
又
は
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
二
十
八
条
の
二
第
四
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）



第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
十
項
」
を
「
第
二
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
改

め
る
。

（
特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防
止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。



第
二
条
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
第
二
条
第
五
項
」
を
「
第
二
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。



理

由

浮
遊
粒
子
状
物
質
及
び
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
現
況
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
生
成
の
原
因
と
な
る

物
質
で
あ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
等
を
抑
制
す
る
た
め
、
揮
発
性
有
機
化
合
物
排
出
施
設
の
届
出
を
義
務
付
け
る
と
と

も
に
、
当
該
施
設
に
係
る
排
出
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


